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表紙スケッチについて 

法人会 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

平成24年5月号 

【第439号】 

　本羽田2丁目付近にある多摩川にある土手の階段です。土手にはこのような階
段がいくつもあります。 
　画面中央の建物は川崎側のマンション、画面右のフェンスは高圧線の鉄塔の
囲いです。 
　今年は寒さが厳しく、例年より桜の開花も遅れました。スケッチした付近の
桜も4月1日現在咲いている様子はありませんでした。 
　日曜日で天気が良かったので、観察していると土手の上の道にも、下の道に
も散策の人が行き交っていました。 
　さびしいことですが、ここへ来る途中で機械を搬出して、工場内の整理をし
ている町工場がありました。 
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● 平成23年度第3回理事会開催 

 ◆平成24年度事業計画・収支予算 

● 法人会コーナー 

 ◆会員親睦ボウリング大会 

 ◆青年部会第5回イブニングセミナー開催 

● メンタルヘルスと労災認定／伊原  毅 

● コンビニ食事の選び方 

● 税務ニュース 

● 都税だより 

● Take Five／宮下裕行 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド／ブロックバス研修会 

行
事
関
係
 

5月8日（火）11日（金）15日（火）18日（金）23日（水）　13：30～ 
● 簿記講習会 法人会館4F 
 
5月11日（金）16：00～ 
● 青年部会・女性部会合同総会・講演会・懇親会 プラザ・アペア 
 
5月17日（木）13：30～ 
● 決算法人説明会 消費者生活センター2F 
 
5月24日（木）15：00～ 
● 第1回通常総会 インターコンチネンタル東京ベイ 
 
5月30日（水）14：00～ 
● 社会保険講座 法人会館4F 
 
5月31日（木）14：00～ 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
 
 
 
 
5月22日（火）16：00～ 
■ 広報委員会 法人会館6F

会
議
関
係
 



1 ●法人かまた 

芥
川
賞（
共
食
い
）に
い
っ
ぴ
つ 
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蒲田法人会会員 公　　益 
社団法人 ◆申告書にはこのシールを必ずはりましょう。 

①
公
益
社
団
法
人
移
行
に
つ
い
て
 

　
東
法
連
四
十
九
単
位
会
の
移
行

状
況
の
説
明
と
、
当
会
が
三
月
二

十
一
日
に
東
京
都
よ
り
認
定
書
の

交
付
が
あ
り
、
四
月
一
日
に
移
転

登
記
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
 

②
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て
 

　
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
事

業
・
会
議
等
の
活
動
報
告
が
行
わ

れ
承
認
さ
れ
た
。
 

※
な
お
、
年
度
末
ま
で
の
残
期
間

の
事
業
補
正
に
つ
い
て
は
了
承
。
 

③
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
案
に

つ
い
て
 

　
平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
計
画

案
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
原
案

ど
お
り
別
掲
の
内
容
で
承
認
さ
れ

た
。
 

④
平
成
二
十
四
年
度
収
支
予
算
案
に

つ
い
て
 

　
平
成
二
十
四
年
度
の
収
支
予
算

案
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
原
案

ど
お
り
別
掲
の
内
容
で
承
認
さ
れ

た
。
 

⑤
支
部
組
織
の
再
編
成
に
つ
い
て
 

　
平
成
二
十
四
年
度
、
公
益
社
団

法
人
移
行
後
の
新
定
款
に
則
り
、

支
部
の
統
合
を
は
じ
め
組
織
の
再

編
成
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
作
り
具
体
的
に
進
め
る
こ

と
で
承
認
さ
れ
た
。
 

⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
に
つ
い
て
 

　
公
益
社
団
法
人
移
行
に
伴
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
五
月
の
総
会
を
目
処
に
公

開
を
予
定
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ

た
。
 

⑦
第
一
回
通
常
総
会
に
つ
い
て
 

【
日
時
】
五
月
二
十
四
日
（
木
）
 

　
　
　
　
午
後
三
時
〜
 

【
特
別
講
演
】
作
家
　
井
沢
元
彦
氏
 

【
テ
ー
マ
】
「
歴
史
に
学
ぶ
日
本
の
将
来
」
 

【
会
場
】
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

　
　
　
　
ル
東
京
ベ
イ
 

そ
の
他
 

（
1
）
理
事
の
辞
任
に
つ
い
て
 

（
2
）
今
後
の
会
議
予
定
 

　
平
成
二
十
三
年
度
第
三
回
理
事
会
が

三
月
二
十
二
日
（
木
）
プ
ラ
ザ
・
ア
ペ

ア
に
お
い
て
開
催
し
た
。
理
事
会
は
渡

　
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
蒲
田
税
務
署

井
野
署
長
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
渡

　
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入
っ
た
。
 

議
事
承
認
及
び
報
告
事
項
 

　
当
会
は
、
本
年
四
月
一
日
よ
り
新
た
に

「
公
益
社
団
法
人
蒲
田
法
人
会
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機

に
、
会
員
に
も
地
域
社
会
に
も
必
要
と
さ

れ
る
公
益
法
人
と
し
て
、
更
に
公
益
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
高
い
ス
テ
ー
タ
ス
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
持
ち
、
会
員
で
あ
る
こ
と

が
誇
り
と
な
る
よ
う
な
経
営
者
団
体
を
目

指
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
性
化
し
た

法
人
会
活
動
を
展
開
致
し
ま
す
。
 

 Ⅰ
・
事
業
活
動
基
本
方
針
 

　
当
会
は
「
法
人
会
の
基
本
的
指
針
」
に

則
り
、
税
務
知
識
の
普
及
に
努
め
る
と
と

も
に
納
税
意
識
の
向
上
、
会
員
の
研
鑽
、

社
会
へ
の
貢
献
を
図
り
、
公
益
社
団
法
人

と
し
て
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
、
本
部
・

支
部
一
体
と
な
り
組
織
的
な
事
業
活
動
を

展
開
す
る
。
 

　
ま
た
、
新
制
度
へ
の
移
行
を
契
機
に
法

人
会
の
目
的
・
使
命
を
再
認
識
し
、
事
業

活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
法
人
会
活

動
の
活
性
化
の
た
め
、
会
員
増
強
及
び
会

財
政
の
健
全
化
へ
の
対
応
に
力
を
注
ぎ
、

以
下
に
掲
げ
る
諸
施
策
に
取
り
組
む
。
 

 Ⅱ
・
重
点
事
項
 

１
・
納
税
意
識
の
向
上
と
税
知
識
の
普
及
 

　
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
広
く
一
般
に

も
目
を
向
け
な
が
ら
、
納
税
意
識
の
向
上

と
税
知
識
の
普
及
の
た
め
の
施
策
を
講
じ

る
。
こ
の
た
め
、
広
く
一
般
に
も
税
制
関

連
の
研
修
・
講
話
等
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
有
益
な
資
料
を
作
成
し
適
切
な
広
報

を
実
施
す
る
。
 

　
ま
た
、
大
田
区
内
蒲
田
地
域
の
小
学
校

の
生
徒
に
対
す
る
租
税
教
育
活
動
の
充
実
、

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
の
募
集
活
動
に
努

め
る
ほ
か
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
協
賛

行
事
等
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に

会
員
の
よ
り
一
層
の
e
‐
T
a
x
利
用
率

向
上
に
努
め
る
。
 

事
業
計
画
 

平
成
24
年
度
 

平
成
23
年
度
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２
・
組
織
の
強
化
 

　
厳
し
い
社
会
・
経
済
情
勢
の
下
、
会
員

数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
中
で
、
組

織
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
会
員
の
退

会
防
止
に
努
め
な
が
ら
年
間
を
通
し
て
会

員
増
強
を
行
う
と
と
も
に
「
特
別
会
員
増

強
月
間
」
（
十
月
･
十
一
月
･
十
二
月
）

を
設
け
、
厚
生
制
度
受
託
会
社
と
も
連
携

し
、
全
支
部
一
丸
と
な
っ
た
組
織
的
な
会

員
増
強
を
図
る
。
 

３
・
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
活
性
化
 

　
ブ
ロ
ッ
ク
中
心
の
研
修
内
容
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

た
め
の
幅
広
い
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も

に
会
員
と
の
連
携
を
一
層
緊
密
に
す
る
た

め
、バ
ス
研
修
会
・
親
睦
会
等
を
実
施
す
る
。
 

　
ま
た
支
部
活
動
の
活
性
化
と
各
支
部
間

の
活
動
の
格
差
を
是
正
し
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、
支
部
組
織

の
再
編
成
を
検
討
す
る
。
 

４
・
税
制
改
正
等
に
対
す
る
対
応
 

　
税
制
等
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
会
員

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
税
制
（
使
途
問

題
を
含
む
）
に
関
す
る
会
員
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
そ
の
意
見
が
税
制
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
関
係
機
関
に
対
し
要
望
活
動
を

展
開
す
る
。
な
お
意
見
の
集
約
に
あ
た
っ

て
は
、
国
税
と
と
も
に
地
方
税
に
関
す
る

要
望
等
に
つ
い
て
も
会
員
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
る
。
 

５
・
研
修
活
動
の
充
実
 

　
会
員
の
自
己
啓
発
を
支
援
す
る
た
め
、

法
人
会
の
根
幹
事
業
で
あ
る
税
法
・
税
務

関
係
研
修
の
開
催
強
化
と
研
修
内
容
の
充

実
を
図
り
、
研
修
参
加
人
員
の
増
加
に
努

め
る
。
 

　
ま
た
、
会
員
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
を
踏
ま
え
、
企
業
の
実
態
に
即
し
た
経

営
支
援
事
業
を
推
進
す
る
。
 

６
・
税
務
行
政
と
の
関
連
 

 
東
京
国
税
局
を
は
じ
め
と
し
た
税
務
諸

官
庁
と
の
関
係
の
維
持
・
発
展
、
お
よ
び

東
京
税
理
士
会
蒲
田
支
部
を
は
じ
め
と
し

た
税
務
関
係
諸
団
体
と
の
よ
り
密
接
な
連

絡
協
調
に
努
め
る
。
 

７
・
e
‐
T
a
x
普
及
の
推
進
 

　
e
‐
T
a
x
の
普
及
推
進
に
は
、
国
税

当
局
な
ら
び
に
税
理
士
会
と
の
協
調
が
必

須
で
あ
り
、
両
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

本
年
度
は
更
な
る
利
用
率
向
上
の
た
め
の

方
策
を
検
討
す
る
。
 

８
・
福
利
厚
生
制
度
の
拡
充
 

　
全
法
連
の
各
種
共
済
制
度
の
よ
り
一
層

の
普
及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
法
人
会
健

康
診
断
、
全
国
儀
式
サ
ー
ビ
ス
制
度
の
よ

り
一
層
の
周
知
並
び
に
会
員
企
業
の
福
利

厚
生
事
業
の
拡
充
を
図
る
。
 

９
・
地
域
社
会
貢
献
活
動
の
推
進
 

　
法
人
会
は
公
益
法
人
と
し
て
社
会
か
ら

の
信
頼
を
得
て
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

法
人
会
の
組
織
力
と
活
力
を
生
か
し
継
続

的
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
す
る
。
な
お

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
東
法
連
の
統
一
テ

ー
マ
の
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
東
京
都
が
推
進
し
て
い
る
「
地

球
温
暖
化
対
策
報
告
書
制
度
」
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。
 

A．事業活動収入       
 ①．特定資産運用収入  500,000 500,000 － 
 ②．受取会費収入  44,773,000 46,264,000 △ 1,491,000 
 ③．事業収入  10,980,000 13,850,000 △ 2,870,000 
 ④．受取補助金収入  15,447,000 15,504,000 △ 57,000 
 ⑤．受取負担金収入  4,815,000 6,622,000 △ 1,807,000 
 ⑥．雑収入  1,600,000 1,260,000 340,000 
  事業活動収入計 78,115,000 84,000,000 △ 5,885,000 
B．事業活動支出       
 ①．公益目的事業  54,702,800 61,038,100 △ 6,335,300 
 ②．収益事業等  21,404,500 28,090,250 △ 6,685,750 
 ③．管理費  9,499,700 11,364,650 △ 1,864,950 
  事業活動支出計 85,607,000 100,493,000 △ 14,886,000 
事業活動収支差額   △ 7,492,000 △ 16,493,000 9,001,000 
A．投資活動収入     　  
 ①．基本財産取崩収入 － 41,670,000 △ 41,670,000 
 ②．特定資産取崩収入      2,500,000 47,000,000 △ 44,500,000 
  投資活動収入計 2,500,000 88,670,000 △ 86,170,000 
B．投資活動支出        
 ①．特定資産取得支出 3,500,000 89,670,000 △ 86,170,000 
  投資活動支出計 3,500,000 89,670,000 △ 86,170,000 
投資活動収支差額   △ 1,000,000 △ 1,000,000 － 
予備的支出  － 1,796,429 △ 1,796,429 
当期収支差額  △ 8,492,000 △ 19,289,429 10,797,429 
前期繰越収支差額 －  22,634,537 △ 22,634,537 
次期繰越収支差額 △ 8,492,000 3,345,108 △ 11,837,108 
 

Ⅰ
・
事
業
活
動
収
支
の
部
 

Ⅱ
・
投
資
活
動
収
支
の
部
 

Ⅲ
・
予
備
費
支
出
 

本年度予算 前年度予算 増　　減 科　　目 

平
成
24
年
度
 収
支
予
算
書
 

（単位：円） 

（
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
）
 

　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
 

蒲田法人会会員 公　　益 
社団法人 ◆申告書にはこのシールを必ずはりましょう。 
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三
月
九
日
（
金
）
品
川
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。 

　
当
日
は
酒
匂
厚
生
委
員
長
の
挨
拶

と
始
球
式
で
一
斉
に
プ
レ
ー
開
始
。 

　
八
十
四
名
（
一
チ
ー
ム
三
名
。
二

十
八
レ
ー
ン
）
の
参
加
者
は
、
ど
の

レ
ー
ン
も
ス
ト
ラ
イ
ク
の
歓
声
と
ガ

ー
タ
ー
の
溜
息
と
終
始
楽
し
い
歓
声

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
第
二
部
の
懇
親
会
は
会
場
を
「
和

食
な
な
か
ま
ど
」
で
開
催
。
お
腹
の

す
い
た
と
こ
ろ
で
、
料
理
と
お
酒
と

ボ
ウ
リ
ン
グ
談
議
で
各
テ
ー
ブ
ル
更

に
盛
り
上
が
る
中
、
成
績
発
表
と
賞

品
授
与
が
行
わ
れ
、
各
受
賞
者
へ
盛

大
な
拍
手
で
散
会
と
な
っ
た
。 

会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

株式会社ジーピーテック 
スコア　1,271

団体優勝 

有限会社やさか 
スコア　1,089

団体準優勝 

株式会社マツヤ 
スコア　1,044

団体第3位 

 順
　
位
 

氏
　
名
 

ス
コ
ア
 

 優
　
勝
 

佐
藤
　
和
義
 
4
4
8
 

 準
優
勝
 

松
田
　
一
夫
 
4
1
5
 

 第
3
位
 

武
藤
　
秋
代
 
4
0
8

個人成績 

　
青
年
部
会
主
催
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
第
五
回
目
が
三
月
十
六
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
ト
レ

ッ
チ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
大
久
保
裕

美
さ
ん
。
競
技
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
か
ら

マ
タ
ニ
テ
ィ
体
操
の
指
導
、
あ
た
し

ン
ち
の
プ
ロ
リ
ン
サ
イ
ズ
体
操
も
作

っ
た
方
で
す
。
 

　
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
と
は
直
径
15

㎝
、
長
さ
約
1
m
の
軽
く
て
ち
ょ
っ

と
硬
い
棒
で
す
。
レ
ッ
ス
ン
は
定
員

の
十
五
名
満
員
で
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず

は
全
員
で
簡
単
に
全
身
を
ス
ト
レ
ッ

チ
。
そ
の
後
二
人
一
組
に
な
り
、
一

人
の
方
が
ま
ず
床
に
仰
向
け
に
寝
て

自
分
の
脊
椎
の
曲
が
り
を
確
認
し
ま

す
。
 

　
次
に
ポ
ー
ル
の
上
に
寝
て
、
身
体

を
ゆ
ら
ゆ
ら
動
か
し
た
り
、
手
足
左

右
で
違
う
方
を
伸
ば
し
て
ス
ト
レ
ッ

チ
、
手
を
上
に
上
げ
た
ま
ま
肩
甲
骨

を
上
下
、
手
の
ひ
ら
で
床
に
丸
を
書

い
た
り
…
。
そ
し
て
再
度
床
に
寝
ま

す
と
、
な
、
な
ん
と
！
床
に
背
骨
が

ベ
タ
ッ
と
く
っ
つ
き
ま
し
た
！
こ
れ

は
ま
さ
に
「
イ
カ
の
刺
身
」
に
な
っ

た
気
分
！
 

　
背
骨
が
矯
正
さ
れ
て
ス
ッ
キ
リ
さ

れ
、
顔
ま
で
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
の
方
の
変
貌
ぶ
り
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
後
半
の
方
も
同
じ
よ
う
に
ピ
ッ

ク
リ
…
。
そ
し
て
全
員
で
ポ
ー
ル
に

寝
て
腹
筋
。
き
っ
と
何
年
も
筋
ト
レ

な
ん
て
さ
れ
て
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

方
も
少
し
だ
け
頑
張
り
ま
し
た
。
 

　
レ
ッ
ス
ン
後
も
大
久
保
さ
ん
を
囲

ん
で
、
桜
の
お
弁
当
を
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
来
年
度
も
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
続
け

ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
 

〈
部
会
長
　
小
田
川
幸
生
　
記
〉
 

第5回 

イブニング
セミナー開

催 

ストレッチポールでリラックス！ 

青年部会 

㈱ジーピーテック 
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メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
労
災
認
定
」 

特
定
社
会
保
険
労
務
士
 

伊
原
 
毅
 

　
先
日
蒲
田
法
人
会
社
会
保
険
講

座
に
お
い
て
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
多

く
の
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題

は
多
く
の
企
業
で
根
付
き
、
対
策

に
苦
慮
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
で

は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
は
何
で
し

ょ
う
か
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
一

般
的
に
「
心
の
健
康
」
と
言
わ
れ
、

病
名
で
は
「
う
つ
病
」
「
適
応
障

害
」
「
人
格
障
害
」
「
自
律
神
経

失
調
症
」
「
不
安
障
害
」
等
が
あ

り
、
近
年
で
は
「
新
型
う
つ
」
な

る
も
の
も
で
て
き
ま
し
た
。
 

　
具
体
的
に
は
、
「
う
つ
病
は
」

と
は
「
憂
鬱
な
気
分
と
と
も
に
、

な
に
も
す
る
意
欲
が
で
な
い
、
考

え
が
ま
と
ま
ら
な
い
、
集
中
力
が

な
い
、
眠
れ
な
い
等
の
精
神
的
・

身
体
的
な
症
状
が
長
期
に
継
続
し

て
日
常
の
生
活
に
支
障
を
き
た
す

病
気
」
で
す
。
 

「
適
応
障
害
」
は
「
自
分
の
置
か

れ
た
社
会
環
境
に
適
応
で
き
ず
、

心
身
に
症
状
が
あ
ら
わ
れ
社
会
生

活
に
支
障
を
き
た
す
病
気
」
で
あ

り
、
「
人
格
障
害
」
は
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
障
害
と
も
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
「
考
え
や
行
動
が
極
端

で
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
病

気
」
で
よ
く
会
社
等
で
問
題
を
起

こ
す
よ
う
な
人
は
も
し
か
し
た
ら

こ
の
病
気
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

「
新
型
う
つ
」
は
、
職
場
以
外
で

は
通
常
の
生
活
を
過
ご
せ
る
、
又

は
趣
味
に
は
積
極
的
に
行
動
で
き

る
が
、
そ
れ
以
外
例
え
ば
職
場
で

は
う
つ
病
の
症
状
が
で
る
方
で
す
。

気
分
の
ム
ラ
、
依
存
的
・
他
罰
的
・

衝
動
的
な
行
動
が
目
立
つ
う
つ
症

状
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
症
状
的
に
は
、
身
体
的
に
は
、

「
不
眠
、
疲
労
感
、
頭
痛
、
肩
こ

り
、
腰
痛
、
下
痢
、
性
欲
減
退
」

な
ど
で
、
心
理
的
に
は
「
気
力
、

集
中
力
の
低
下
、
不
安
感
、
イ
ラ

イ
ラ
、
落
ち
込
み
、
怒
り
」
な
ど

で
す
。
行
動
的
に
は
「
生
活
の
乱

れ
、
遅
刻
欠
勤
、
飲
酒
・
喫
煙
量

の
増
加
、
暴
言
・
暴
力
」
な
ど
で

す
。
 

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
病
名

は
医
師
に
よ
っ
て
診
断
が
異
な
る
、

ま
た
医
師
で
も
精
神
科
医
と
心
療

内
科
は
診
療
内
容
が
異
な
る
と
も

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
病
名

に
関
し
、
医
師
に
よ
る
と
「
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
診
断
は
、
原

因
の
診
断
で
は
な
く
、
状
態
診
断

（
本
人
の
自
覚
症
状
）
で
あ
る
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
 

　
で
は
、
会
社
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
者
が
い
る
と
ど
の
よ
う
な

リ
ス
ク
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
 

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
が
い

る
と
、
業
務
上
の
ミ
ス
や
労
災
を
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特定社会保険労務士 

伊原 毅 
（いはらたけし） 

【経営理念】中小企業において経営者・従業員双方に
とってよりよい企業環境を創造し、人的資源を有効活
用できるよう一緒に考え、企業繁栄の一助となること。
「経営者のよき相談相手」が私の仕事と思っています。  
■社会保険労務士　伊原毅事務所  
●東京都社会保険労務士会理事 
●東京都社会保険労務士会大田支部支部長 

誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た

生
産
性
が
低
下
し
、
利
益
が
減
少

し
経
営
上
の
損
失
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
 

　
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不

調
の
原
因
が
仕
事
で
あ
れ
ば
、
会

社
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
で
損
害

賠
償
請
求
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
仕
事
が
原
因
の
場
合
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
も
労
災
に
な

り
ま
す
。
 

　
平
成
二
十
三
年
六
月
労
働
局
の

発
表
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
八
年
に

は
八
一
九
件
の
労
災
請
求
が
年
々

増
加
し
、
平
成
二
十
二
年
で
は
一

一
八
一
件
と
千
件
を
超
え
る
結
果

が
で
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
支

給
決
定
も
平
成
十
八
年
の
二
〇
五

件
か
ら
平
成
二
十
二
年
の
三
〇
八

件
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
仕
事
に
起

因
す
る
判
例
は
、
平
成
十
二
年
最

高
裁
の
電
通
事
件
で
、
初
め
て
過

労
自
殺
が
、
加
重
業
務
に
よ
り
う

つ
病
を
発
症
し
自
殺
し
た
こ
と
を

会
社
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
と
認

定
し
、
損
害
賠
償
一
億
六
〇
〇
〇

万
円
で
和
解
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
最
近
の
事
例
で
は
、
某
居

酒
屋
チ
ェ
ー
ン
店
で
入
社
二
ヵ
月

の
女
性
社
員
が
過
重
労
働
に
よ
っ

て
精
神
疾
患
に
患
い
自
殺
し
た
事

件
も
労
働
基
準
監
督
署
で
は
不
支

給
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
査
請

求
に
よ
り
労
災
の
認
定
が
さ
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
 

　
平
成
二
十
二
年
で
労
災
の
支
給

決
定
が
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
「
仕

事
の
内
容
・
仕
事
量
の
大
き
な
変

化
」
が
一
位
で
あ
り
、
次
に
「
ひ

ど
い
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
ま
た
は

暴
行
」
「
悲
惨
な
事
故
や
災
害
を

体
験
」
「
勤
務
・
拘
束
時
間
の
長

時
間
化
」
「
上
司
と
の
ト
ラ
ブ
ル
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
考

え
る
と
「
長
時
間
勤
務
を
含
む
業

務
の
負
荷
」
「
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

労
災
と
し
て
請
求
さ
れ
な
い
た
め

に
は
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
根
本

的
な
見
直
し
は
も
と
よ
り
次
の
対

策
が
必
要
で
す
。
 

①
経
営
者
の
意
識
改
革
（
経
営

者
が
先
頭
に
た
た
な
け
れ
ば

何
も
進
ま
な
い
）
 

②
社
員
に
対
し
正
し
い
知
識
と

理
解
を
（
定
期
的
に
セ
ミ
ナ

ー
等
を
行
う
）
 

③
就
業
規
則
等
の
整
備
 

④
相
談
窓
口
の
設
置
と
対
応
 

⑤
職
場
復
職
支
援
計
画
（
セ
ク

ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
は
再
発
防

止
計
画
）
 

　
昨
年
十
一
月
従
来
の
労
災
認
定

基
準
で
あ
る
「
心
理
的
負
荷
に
よ

る
精
神
障
害
の
業
務
上
外
に
係
る

判
断
指
針
」
が
見
直
さ
れ
「
心
理

的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
認
定

基
準
」
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
極
度
の
長
時
間
労
働
を
月

一
六
〇
時
間
の
時
間
外
労
働
と
し
、

ま
た
心
理
的
負
荷
の
極
度
な
も
の

を
強
姦
や
わ
い
せ
つ
行
為
を
明
示

さ
れ
、
具
体
例
に
対
し
「
強
・
中
・

弱
」
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
環
境

が
整
う
こ
と
を
望
み
ま
す
。
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－都税についてのお知らせ－ 

●減免の対象となる方 
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳 
のいずれかをお持ちで、障害の程度が一定基準の方 
 
●減免が受けられる自動車 
　障害者の方又は生計を同じくする方が所有（又は取得）する自動車で、 
　障害者の方が運転するもの又は生計を同じくする方が、その障害者の方の通院・通学等のために運転するもの 
　 
　※個人名義の自家用自動車に限ります。 
 
●申請方法 
〈申請場所〉都税事務所・都税支所・支庁・自動車税事務所・都税総合事務センター 
〈申請期限〉納期限（平成24年5月31日（木）） 
　　　　　　＊新たに自動車を取得した場合は登録(取得)の日から1ヶ月以内 
〈必要書類〉 
○身体障害者手帳等　　○運転免許証（コピーの場合は表裏両面）　○印鑑（認印） 
＊障害者の方と生計を同じくする方が所有する場合は、 
①所有者（納税義務者）又は取得者の住所が確認できる公的証明書（運転免許証（コピーの場合は表裏両面）、住民票等）
及び②生計を同じくする方が近隣にお住まいの親族の場合、「親族」が確認できる書類（戸籍謄本等）が必要です。 

 
※既に減免を受けている方は、改めて申請する必要はありません。 
　 
【お問い合わせ先】  都税総合事務センター    　　   　0570－064－171 
　　　　　　　　　（PHS・IP電話をご利用の場合　03－5985－7814） 

【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

－都税についてのお知らせ－ 

東京都　主税局 検索 

平成24年度の自動車税納税通知書は、5月1日（火）に発送します。 
 
〈納期限〉　5月31日（木） 
 
〈ご利用になれる納付方法〉 
◆ 金融機関・郵便局・都税事務所・都税支所・支庁 
　都税総合事務センター・自動車税事務所の窓口 
　○一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
 
◆ コンビニエンスストア 
○納付書1枚あたりの合計金額が30万円までのものに限ります。 
○一部、都税の取扱いをしていないコンビニエンスストアがあります。ご利用になれるコンビニエンスストアについては、
納付書の裏面をご覧ください。 
○コンビニエンスストアで納付をする際には「レシート」と「領収証書」を必ずお受け取りください。領収証書は、納税
をしたことを証明する大切な書類ですので、領収印が明確に押されていることを確認のうえ、大切に保管してください。 
 
ATM・パソコン・携帯電話からの納付 
○ 　　（ペイジー）対応のATM（現金自動預払機）から納付できます。 
○インターネットバンキング、モバイルバンキングをご利用の方（事前に金融機関への申し込み手続きが必要です。）は
パソコンまたは携帯電話からも納付できます。金融機関により、利用できるサービスが異なりますので、詳しくはお取
り引きされている金融機関へお問い合わせください。 
○パソコン・携帯電話からクレジットカードを利用して納付することができます。取扱期間は、平成24年5月31日午後
11時までです。利用できるのは、平成24年度自動車税納税通知書です。 
○ATM、インターネットバンキング、モバイルバンキングにより納付した方にはおおむね2週間後に、クレジットカード
により納付した方にはおおむね4週間後に、はがきサイズの自動車税納税証明書（継続検査等用）を郵送します。 
○領収証書は発行されません（領収証書が必要な方は、金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアでご納付ください。）。 
○システムの保守点検作業のため、毎週の日曜日午後9時から月曜日午前7時まではご利用できません。 
 
詳しくは、主税局ホームページ（http://www.tax.metro.tokyo.jp/）の「都税の納税等について」をご覧ください。 

障害者手帳等をお持ちの方へ 
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法
人
税
法
に
よ
り
ま
す
と
、
法
人

は
、
原
則
と
し
て
事
業
年
度
終
了
の

日
の
翌
日
か
ら
二
か
月
以
内
に
、
確

定
申
告
す
る
と
と
も
に
法
人
税
を
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
一
般
に
法
人
の
決
算
月
は
三
月
が

多
く
、
こ
の
五
月
に
そ
の
申
告
、
納

付
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ど
う
し
て
三
月
を
決
算
月
と
す
る
法

人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
？
 

  　
本
来
、
法
人
は
そ
の
決
算
期
を
、

法
人
の
事
業
内
容
に
応
じ
て
、
自
ら

の
意
思
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
も
、
実
際
に
は
三
月
を
決
算
月
と

す
る
法
人
が
多
い
。
 

　
そ
の
理
由
は
、
日
本
の
公
的
機
関

の
決
算
月
が
三
月
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
企
業
は
決
算
期
を
決
め
て
い
る

か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
確
か
に
日
本
の
企
業
は
、
官
公
庁

と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
仕
事
を
し

て
き
た
、
と
い
う
面
の
あ
る
の
も
事

実
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
官

庁
会
計
の
締
め
と
同
じ
に
し
て
お
い

た
ほ
う
が
無
難
な
の
で
は
、
と
の
思

い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

　
と
な
れ
ば
、
そ
の
法
人
と
関
連
の

あ
る
法
人
は
い
ず
れ
も
「
右
に
倣
え
」

で
、
み
ん
な
決
算
期
を
同
じ
に
し
て

三
月
を
決
算
月
に
す
る
。
結
局
、
三

月
決
算
の
法
人
が
多
く
な
る
、
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 

　
も
っ
と
も
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る

法
人
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
法
人
が

三
月
決
算
だ
か
ら
当
社
も
同
じ
に
し

よ
う
、
と
い
う
消
極
的
な
理
由
に
よ

っ
て
三
月
決
算
に
し
て
い
る
法
人
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
月
決
算
の

法
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
の
確
定
申

告
や
納
付
の
期
限
は
原
則
と
し
て
五

月
末
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
法
人
も

今
月
は
そ
の
作
業
に
追
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

　
そ
こ
で
、
決
算
月
が
三
月
の
法
人

に
つ
い
て
で
す
。
か
つ
て
こ
ん
な
事

例
を
見
受
け
ま
し
た
。
 

  　
そ
こ
は
製
造
業
を
行
っ
て
い
る
三

月
決
算
の
法
人
で
し
た
。
そ
の
法
人

の
三
月
分
の
請
求
書
を
み
ま
す
と
、

四
月
発
売
の
新
商
品
に
か
か
わ
る
も

の
を
納
品
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
得
意
先
か
ら
の
至
急
納
め

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
こ
た
え
納

品
し
た
と
か
で
、
そ
の
請
求
書
の
単

価
欄
は
空
白
で
し
た
。
記
載
し
て
あ

っ
た
の
は
、
納
品
数
量
と
合
計
金
額

欄
に
お
お
よ
そ
の
金
額
だ
と
す
る
ラ

ウ
ン
ド
の
数
字
で
し
た
。
 

　
こ
の
商
品
は
四
月
以
降
も
納
品
し

て
い
く
こ
と
か
ら
、
三
月
中
に
そ
の

単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
以

降
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
設
定
金
額
で
納

入
し
請
求
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
三

月
中
に
単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
三
月
納
入
分
も
そ
の
設
定
金
額

で
決
済
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
と
こ
ろ
が
法
人
経
理
で
は
、
こ
の

三
月
分
の
売
掛
金
は
請
求
書
に
記
載

さ
れ
た
ラ
ウ
ン
ド
数
字
を
計
上
し
て

い
ま
し
た
。
決
算
書
も
そ
の
金
額
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
さ
て
申
告
時
期
で
す
。
四
月
の
決

済
時
で
調
整
し
て
い
る
の
で
、
申
告

調
整
ま
で
し
て
こ
の
期
の
申
告
を
す

る
の
も
面
倒
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
、
こ
の
決
算
書
の
金
額
で
申

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

で
も
、
期
末
ま
で
に
分
か
っ
て
い
る

こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
申
告
す

る
の
が
適
正
な
申
告
で
す
。
も
し
、

調
査
で
分
か
っ
た
ら
そ
れ
は
そ
の
時
、

と
思
っ
て
申
告
し
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
そ
れ
は
…
。
 

そ
れ
に
、
四
月
発
売
の
新
製
品
が
三

月
末
で
金
額
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と

し
た
ら
、
そ
の
新
商
品
の
P
R
は
ど

う
す
る
の
で
し
ょ
う
。
 

　
そ
の
商
品
の
原
価
が
確
定
し
、
販

売
価
額
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
P
R

し
て
売
り
出
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
商
品
は
今
ま
で
の
も
の

と
比
べ
て
こ
ん
な
に
便
利
で
、
し
か

も
お
値
段
も
お
得
に
な
っ
て
い
ま
す

よ
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
。
 

　
申
告
は
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

申
告
期
限
を
決
算
月
か
ら
二
か
月
後

と
し
た
の
は
、
き
ち
ん
と
見
直
し
て

正
し
く
申
告
し
納
付
し
て
く
だ
さ
い
、

と
の
意
味
だ
と
思
う
の
で
す
。
 

Take FiveTake Five

宮下 裕行 
（みやしたひろゆき） 

【著者略歴】愛知県名古屋市出身。中
央大学法学部卒業後、東京国税局調

査部、国税広報室広報係長、資料調査課主査、同国際調査専門官、同
総括主査、保土ヶ谷税務署副署長、特別国税調査官等を経て、現在、
税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

決
算
期
 

決
算
期
 

適
正
申
告
書
の
提
出
？
 

適
正
申
告
書
の
提
出
？
 

法人の 
確定申告書の 
提出 
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株式会社旭屋 
■　場　　所：大田区西蒲田7－43－1 
■　電　　話：03－3734－7111 
■　営業時間：［月曜～土曜］10時～22時［日曜・祝日］10時～21時 
■　定 休 日：1月1日 

　
J
R
蒲
田
駅
西

口
の
ア
ー
ケ
ー
ド

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
蒲

田
」
商
店
街
の
中

ほ
ど
に
、
旭
屋
さ

ん
が
あ
り
ま
す
。
 

　
昭
和
十
四
年
に
蒲
田
で
創
業
。
明
る
い
店
内
に
、

親
切
な
店
員
さ
ん
と
親
し
み
や
す
い
老
舗
の
酒
屋

さ
ん
で
す
。
 

　
全
国
の
貴
重
な
地
酒
か
ら
焼
酎
、
国
内
外
の
ビ

ー
ル
、
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー
等
々
店
内
に
並
で

い
る
品
揃
え
の
多
さ
と
在
庫
の
豊
富
さ
に
ビ
ッ
ク

リ
で
す
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
蒲
田
を
舞
台
と
し
た

N
H
K
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
が

四
月
か
ら
始
ま
っ
て
ま
す
。
 

　
地
元
蒲
田
の
商
店
街
な
ど
あ
ち
こ
ち
で
の
ぼ
り

旗
を
掲
げ
た
り
し
て
、
町
興
し
に
力
も
入
っ
て
い

ま
す
が
、
旭
屋
さ
ん
も
、
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
“
蒲

田
慕
情
”
」
な
る

日
本
酒
や
梅
ち
ゃ

ん
に
な
ぞ
っ
て
梅

酒
も
発
売
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
 

　
す
っ
き
り
辛
口
、

一
度
飲
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
 

〈
須
山
秀
雄
　記
〉
 

東京工科大 
● 

多 摩 堤 通 り  

JR
蒲
田
駅
 

東急蒲田駅 
東急多摩川線 

東急池上線 

ココ 

西口 
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加入法人数 3,706社 
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 ［平成24年3月末現在］ 
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法 人 か ま た  

 

　
今
年
の
芥
川
賞
は
、
受
賞
時
の
記
者
会
見
が
ず

い
ぶ
ん
話
題
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
私
も
早
速
購

入
し
て
読
ん
で
見
ま
し
た
。
 

　
こ
の
小
説
は
、
十
七
才
の
少
年
が
、
父
と
義
母

の
性
行
為
を
盗
み
見
て
、
自
身
は
自
慰
な
ど
に
浸

っ
た
欲
望
の
日
日
を
綴
っ
て
い
ま
す
。
 

　
父
子
の
相
克
や
暴
力
的

な
内
容
の
多
い
中
、
方
言

で
描
写
さ
れ
て
い
る
会
話

に
一
息
つ
け
、
血
と
性
の

生
臭
さ
が
地
熱
の
よ
う
に

伝
わ
り
、
不
思
議
と
読
ま

せ
る
何
か
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
辛
口
な
選
考
委
員
の
石

原
東
京
都
知
事
も
一
橋
大

学
に
在
学
中
「
太
陽
の
季

節
」
で
受
賞
さ
れ
、
当
時

斬
新
な
描
写
に
あ
ふ
れ
映

画
に
も
な
り
ま
し
た
。
 

　
小
説
な
ど
書
け
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
趣
味
で
あ
る

読
書
を
楽
し
み
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
 

〈
Y
・
Y
〉
 

【日　時】3月11日（日） 
【行　程】東秩父（花桃の里）～小川町～川越散策 
【参加者】25名 

【日　時】3月17日（土） 
【行　程】白百合ワイナリー～石和温泉～リニア見学センター 
【参加者】28名 

西蒲田1．5丁目・6丁目・御園7丁目・8丁目 
西口商店街支部合同 

南六郷1丁目・2丁目・3丁目支部合同 

芥
川
賞

芥
川
賞（
共
食

（
共
食
い
）に
い
っ
ぴ
つ 
芥
川
賞（
共
食
い
）に
い
っ
ぴ
つ 

◆支部名 

中央１ 

蒲田本町 

西蒲田５丁目 

新蒲田１丁目 

新蒲田３丁目 

東六郷２丁目 

仲六郷1・2丁目 

仲六郷４丁目 

西糀谷１ 

西糀谷３ 

西糀谷３ 

西糀谷４ 

◆法人名 

㈱Ｅ・Ｆ・Ｃ 

㈱ＳＰＷｉｓｈ 

日本ポリプロ㈱ 

㈲アーク・イン・シオダ 

㈲ヨモダ 

ユートージャパン㈱ 

㈱Next Step 

㈲ホクシン設備 

㈲タケイ印章 

㈱リンタス 

コイズミＭⅡ 

㈱四川餃子房 

◆住所 

蒲田5-26-8-2F 

蒲田本町1-3-9 

西蒲田5-2-12 

新蒲田1-13-2 

新蒲田3-6-4 

東六郷2-4-10 

仲六郷1-6-9-206 

仲六郷4-23-12 

西糀谷1-27-11 

西糀谷3-19-2 

西糀谷3-23-1 

西糀谷4-26-8-101

◆業種 

不動産業 

eco関連商品販売 

事務用品製造 

不動産業 

印刷業 

輸入販売 

携帯端末等アプリ企画販売 

空調ダクト 

印章業 

印刷業・広告・イベント業 

マンション賃貸業 

中華料理 

新
入
会
員
の
皆
さ
ま
で
す
 

 
平
成
24
年
1
月
〜
3
月（
支
部
順
） 

【お詫びと訂正】先月４月号新入会員ご紹介で誤りがございました。訂正しお詫び申し上げます。　（誤）　㈲ニュープラン　→　（正）　㈱ニュープラン 

（その1） 



業務用中華　・手作り風中華万頭・ 
餃子・春捲・シュウマイ・ワンタン 
の皮及び春捲 製造販売.卸.

本　　社 東京都大田区西蒲田６丁目29－2 
〒144-0051 T E L  03－3735－1561㈹ 
 F A X  03－3730－0599 
埼玉支社 埼玉県吉川市八子新田972 
瑞穂工場 東京都西多摩郡瑞穂町長岡3－1－34

代表取締役　菅野善男 
株式会社 

 
法人会 

推 進 運 動  推 進 運 動  

法人会 

お 願 い  

法人名、代表者・住所・電話番号等の変

更がございましたら蒲田法人会事務局ま

でご連絡をお願い致します。 

電話 3734－7300

（社）蒲田法人会事務局までご連絡ください。 お申込み、お問い合わせは 
TEL. 3734－7300 
【担当】　久留宮・田久保 

郵便局の簡易保険を法人会の団体扱いにすれば保険料が割引になります。 

保険料のお支払いは口座引き落としのため手間がかかりません。 

法人会員ならではの団体割引のメリットをご案内いたします。 

ぜひ、皆様のご利用をお待ちしております。 

よろしくね！ 

1.　蒲田法人会会員であること 

2.　保険契約者名が代表取締役または取締役であること 
　  ※監査役は含まれません、履歴事項全部証明書の提出が必要です 

3.　保険契約が平成19年9月30日以前になされたもの 

対
象
と
な
る
契
約
 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

お手持ちの簡易保険の証券をご確認ください 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 



（
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員
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読
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に
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